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短報

Toshiyuki KA W AMURA 1977 Short report: Effects of an Arti五ciallnclusion on the 

Structure of Sl1rrol1nding Sea lce. Lο1(J TeJlψeratuer Science， Ser， A， ;;r;. 

埋め込んだ異物による海氷の構造変化の観察*.**

河村俊行

(低温科学研究所)

(昭和52年10月受理)

海氷の諸性質を調べるため，計器を海氷の中に埋め込んで測定を行なうことがよくある。 1976

年冬季に，アラスカのノミロ-~中で海氷の内部応力および歪の状態を圧力計や歪計を埋め込み，

約 2カ月間測定した。その撤去の際，それらの計器のまわりに多量の塩水が集中しその頃分

濃度はかなり大きいことが認められた。また Olkkonenらによってもそのような事が報告され

ている1)。何らかの原因により，海氷中のブラインが海氷中の“異物"のまわりに集まって来た

ものと思われるが，このことを確かめるため，今冬，海氷の中にいろいろの物体を埋め込み，

しばらく放置した後，その周囲の海氷の構造の観察を行なった。

1977年2月に，北海道のオホーツク海沿作にあるサロマ湖の氷の中に種々の物体を埋め込

んだ。サロマ湖の湖水の鵠;分量は海水とほとんど同じであり，冬季聞には厚さ 30~50 cmの氷

におおわれる。その氷の下部はモザイク状の結晶構造をもった“海氷"であるが，上部は雪が

積りそれに海水がしみ込んでできた粒状の“雪氷"である。

氷の中に埋めた物体は直径 llcmおよび 5cm，高さ 8cmの円柱形のしんちゅうおよび鉄

の塊などである。 コアードリルなどで‘聞けた穴の中にそれらの上面が氷の表面下約 3cmにな

るように埋めた。氷と金属の間にできる空間および金属の上面から氷の表面の部分には穴を聞

ける時に出きた氷のくずを入れて密閉した。 それらを 2~3 週間放置した後， 金属を含む氷を

切り出し流氷研究施設へ運んだ。対照として，その付近の自然の氷も採取した。氷の厚さは

埋め込んだ時は約 23cmであったが，回収時には約 38cmになっていた。その聞の氷の下面で

の“海氷川の成長は約 2cmであり，大部分の氷厚増加はその聞の降雪によって上方に“雪氷"

がで、きたことによる。

運んだ氷の試料を，低温実験室内で切断しその断面を観察し(その写真を断面写真とよ

ぶ。第 1図，第2図-a)， さらにその部分を厚さ約 2cmの板に切り出す。それをガラス板に張

りつけ 1~2mm 厚さに仕上げる。この薄片試料を黒い布の上においた写真(その写真を薄片写

真とよぶ。第2図-b，第3図-a，c)， および偏光写真(第2図-c，第3図-b，d)を撮り結晶構造

などを観察した。また..~部のものについては氷の中の塩素量の測定も行なった。

*北海道大学低温科学研究業績 第 1852号
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第 11玄iは鉛直断面の写真である。 '~Iニ1央の点線、の所に金属(この場合はしんちゅう)が上!日め

こまれていた。その下に大きな白い部分がr=1につく。薄片による観察'によると，これは非常に

細かい結晶(痕径約 1mm)が集

まったもので，その結J!{I'l!1411方向

は乱雑である。これはその部分

に再結晶が起ったことを示して

いる。またその部分の下に煎径

約4cm，深さ約 5cmの円筒形

の穴が開いている。なぜ、そのよ

うな穴が開いたのか不思議なこ

とであり， 興味あることであ

る。さらに氷の表面に所々メLし、

穴が開いているのが見られる。

この空洞は濃縮されたブライン

がたまっていたのが，氷の引き

上げおよび保存の|療に務下した

可能性がある。空洞古Il分が金属

に接してなく少し離れた所にあ

るのは興味ある。

第 1図 海氷の鉛直断聞の断ii'Ii~手 }!t

点線は Lんちゅう円筒の埋設位l官

第2~Iは別の試料の鉛続断面の写真であるのこの海氷はおí~ 21ヌ:I-cからわかるように， 3つ

の部分に大別できる。 第2r刈-aの点線の部分で写真の断出から右約 15cmはなれた位置にし

んちゅうの円柱が埋めこまれていた。右下の“Hu:氷"部分に長く延びる袋状の佐iし、部分が目に
つく。偏光写真で見るとこのfi[l分の結晶構造がまわりと異なっており，やはり再結晶が起って

いることがわかる。またこの部分の下端には必ず小さな穴が聞いていることが注目される。さ

らにこの部分は“海氷"部分だけでなく，“雪氷門部分のかなり上方まで、結IflI;構造を乱している

ことが分る。下面から 15.5cmおよび7.5cmで切断した水平断固の写真をそれぞれ第 31玄J-a，b 

および c，dに示す。図中の矢印の部分が第2区!の右下に見られたような再結品部分であり，そ

れが主に円筒状に氷層をつらぬいていることがわかる。

このような海氷の取素量は金属のまわりが特に大きいということはなかった。ただ再結品

が起っている白い部分の取索量は小さく，穴の開いた空洞のまわりの部分は大きかった。この

ことから空洞の部分は濃縮されたブラインがたまっていて， それがぬけた跡で、あろうと思わ

れる。

以上述べた特徴ある結晶構造は，対照の試料には認められなかったので，明らかに金属と

いう“異物"が埋められたことにより生じたものである。

埋め込む金属の種類，大きさ，色などによる違いについてはまだよくわからない。今後こ

の興味ある現象の機構などを明らかにしてゆきたい。



第2図海氷の sarLI断面

a-断固写t¥o b 予clJ.1十写実。 c-偏光写}'~o Lんちゅう門的を点、線の部分で，この院Ii溜から右約 1うcm.はなれた位憶に思1a立Lてあった。
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第3図 海氷の水平 i続問

a下回iより 15うcmの滞Ji.rq:;rc h-líiJ 偏光'7f. Y~ ， c一回1より

7.5じmのii!f.Jlイヶel.'G， cl-l，jJ稲光写l!C

おわりに，アラスカ調交の|怒の体l換を話していただき，この研究の動機を与えて下さり，

さらにいろいろと討議していただいた田畑忠司教授，小野延雄助教授，青田昌秋助教授におI

し，また現場での実験に協力していただいた滝沢隆俊助手，大労二1E行，石川iEMt福土l刺針の

技官諸氏，大学院学生斎藤隆沼に心から感謝し、たします。
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